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　ゆくゆくはＣＩＬを自ら運営したく、運営が安定したＣＩＬで経
験を積みたいと考えた。そこでＪＩＬ加盟のＣＩＬに電話で「障害
当事者の受け入れ」に関して照会した。
　最初に船橋を訪ねた日の前日まで静岡ＣＩＬに採用面接と研修の為に約１週間滞在していた。そ
こは当事者が少ない結果として、健常者がかなりの責任を担って運営しているように見受けられ
た。「採用」の回答は得たが残念ながら、静岡への移住は断念した。
　静岡を午前９時前に発ち、その日の午後からは都内のＣＩＬを訪れた。そこは静岡とは逆で当
事者の人材が豊富で私の入る余地が無いように思えた。
　そして翌日、すっかり意気消沈して、ＪＲ新宿駅の公衆電話から半ば、諦めかけた状態で「船
橋障害者自立生活センター」に電話を掛けた。後日、面談の結果、「当面は船橋市に居住しながら、
都内のＣＩＬが開催する講座を受講する」事になった。当初の目的とは少し違うが船橋障害者自
立生活センターは実績が有る事から船橋への転居を決断した。
　この春から「社会福祉士国家試験」の受験資格を取得する為に「日本福祉大学通信教育部」へ
の入学を決めた。また、同時に４月から「船橋市市町村障害者生活支援事」の非常勤相談員を何
の覚悟も自信も全く無いままに引き受けてしまった。まさか、自分が「大学生」と「相談員」と
いう肩書きをそれも同時に持つ事は半年前までは想像もつかない事だった。
　船橋に転入して、４ヶ月が過ぎようとしている。何より、都心まで３０分の好立地が一番気に
入っている。今後の学生生活と相談業務を通じた様々な出会いに期待が膨らむ。変化の絶えない
日々に一喜一憂させられ、戦々恐々としながらも興味津々の毎日が続ている。


